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1-1-1 媒体を利用した意見聴取・反映を検証する 

1-1-2 説明会による意見聴取・反映を検証する 

1-2 対話会議による手法とその評価 

1-2-1 ワークショップによる意見聴取・反映を評価する 

1-2-2 円卓対話討論会による意見聴取・反映を検証する 

a）採用したテーマは適切であったか 

b）会議の運営は住民意見聴取に適していたか 

c）ファシリテーターは目的にかなう適任者であったか 

d）会議参加者の評価と参加できなかった住民への応答は適切であったか 
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2-2-2 住民意見反映のための有効な方法 
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